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 　SNEHA （Please Help Nepal Earthquake Victims コミュニティ)

20１5年9月ごろからは雨季の長雨のため遠方の村まで行けず、その後は
ネパール国内で燃料や物資の品薄と高騰が続き、支援活動ができませんでした。

ようやく再開できたのは12月28日、29日。被害の大きかった震源地の
バルパク村とジョウバリ村を訪ねました。カトマンズから片道１８０ｋｍ、山道をふさいでいる石などをどけながら、８時間かけて到着しました。ジョウバリ村はこのグループの訪問が被災後初めてとのことでした。
宇都宮有志や坂本光さん、カトマンズにあるＣＷＳ（子ども福祉会）という団体からの募金を使い、医療及び物資の救援キャンプを実施しました。
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TWO DA
FREE HEALTH CHECK UP & RELIEF CAMP
FOR EARTHQUAKE AFFECTED LOCAL PEOPLE
OF GORKHA DISTRICT

Venuo:
Jaubari Primary

Date:
8th & 26th December
The Medical Team: Dr. Sudeep Shrestha

i1 : Nakajima, Shinobu Sakamoto & Suresh Chitrakar for
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フォームの始まり
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2日間の無料診療と支援物資の配布のポスターを作成しました。毛布はお年寄りと幼児を持つ母親を優先し、ジャケットは子どもたちに配布、日本から持参したおもちゃ(シャボン玉、マスク、ステッカー、タトゥー、風船)は村の子どもたちに大変喜ばれました。





2人の医師と看護師は、300人の健康チェックを行い、その後支援物資を配りました。被災地では多くの物資が必要になっていますが、支援物資は次第に品薄となっていました。特に、貧しい生活に加え寒い冬が重なり、物資を持参したチームは村人たちから心からの歓迎を受けました。





ジョウバリ村にあるピナム小学校を訪ねました。2階建ての校舎は崩壊し、ようやく数ヶ月前に1階部分が再建されました。


生徒たちに、文房具とおもちゃを配布しました。文房具はアメリカの団体NPAから送られたものです。





2016年1月7日には、カトマンズから２５ｋｍ程のレレ村に、無料診療と毛布・ジャケットの配布に向かいました。








